
も

(玉容器章常広幸豊富聾〉

諸行再庁@平塚市健所

編集総務課

T E L • 1.261-70 

発行日毎月 10Ef臨3丹

26.000部@新商折込み

7 

4繰

“2η叩t

人口総数 103.7吉3人

jjl:"帯数 21. 908世帯

面積 67. 97Km2 

人口密度 1. 526人 i 

前月に比べて%人. 25世 i

持増加(1 日現在しらベ) I 

比呂志
市政 j愛吉長

市
は
、
一
ニ
[
月
の
定
例
市
議
会
で
、
平
塚
市
青
少
年
間
援
協
議
金
条
例
を
き

め
、
そ
め
後
、
設
立
の
準
備
を
す
〉
め
て
い
ま
し
た
が
、
七
月
二
十
四
日
議

事
堂
に
発
会
式
を
あ
げ
、
同
日
開
議

A
Mを
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
青
少
年
間
穎
協

議
会
は
、
昭
和
二
十
八
年
に
で
き
た
同
協
議
金
設
種
法
に
も
と
ず
い
て
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
、
青
少
年
の
保
護
@
蟹
噂

e

教
育
に
関
係
の
あ
る
行
政
機
関

や
、
教
育
機
関
、
回
目
伸
、
学
識
経
験
者
な
ど
の
う
ち
か
ら
選
ば
れ
た
委
員
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
時
間
長
は
市
長
、
議
員
の
任
期
は
一
一
刀
年
で
、
市
長
が

察
弱
ま
た
は
任
命
す
る
‘
レ
く
み
で
す
。

乙
の
協
議
会
の
し
C
と
は
、
青
少
年
一
を
一
め
の
、
計
画
や
対
策
を
、
総
合
的
な
立

社
会
的
な
。
古
由
。
か
ら
ま
も
担
、
正
し
一
揚
が
ら
審
議
し
て
い
く
ほ
か
二

ζ
れ
ら

く
、
す
こ
や
か
に
み
ち
び
き
脅
て
る
た
一
の
総
合
対
策
を
す
〉
め
て
い
く
た
め
に

i
1
1
1
1
1

醤

g
f
I
P

、
3
4
y
a
A鐙
v
i
-
-緬
亨
A
5
7
A
内
企r
A
e
-
-
倉
管
L
P
h
、
d
e
i
i
z
E
2
1
2
1
1
1
1
t
l
j

晶
子
骨
文
。
7
i
b
w

深
一
@
一
一
一

i

一
全
日
央
図
玄
五
ト
ン
の

』

e
l
i
t
-

一
水
を
た
ふ
え
る
淡
水
プ
ー
ル
で
、
鈴
木

第
一
号
一
強
襲
襲
ぃ
、
七
月
二
十
日
発
ヱ
し

金
旭
中
に
完
成
安
も
の
で
す
。
建
議
室
。
方
署

書
事
書
に
ひ
喜
重
量
一
あ
つ
め
る
な
ど
警
に
努
力
し
た
人
々
一
中
毒
殺
霊
季
高
聖
教
議
員

宮
中
の
襲
、
昔
話

E

の
議
の
君
、
水
し
ぶ
き
は
ひ
と
き
わ
高
く
一
等
小
泉
喜
太
郎
氏
(
学
識
経
験
)

中
学
響
、
八
月
一
日
、
市
立
授
は
じ
一
あ
が
っ
て
い
ま
し
だ
一
事
事
木
村
福
祉
事
務
所
長

e

め
て
の
事
校
ブ
ー
ル
開
場
式
が
お
こ
な
一

ζ

の
金
旭
中
ブ
ー
ル
は
、
海
に
遼
い
付
一
社
薮
課
長
官

V
嵩
盲
目
出
当
日
桝

e
寺
蕗

わ
れ
を
だ
総
工
費
二
二
万
余
近
の
ふ
中
学
校
も
、
な
か
よ
く
脅
す
一
社
)
会
開
(
社
教
)
門
審

問
@
二
五
M
六
手
t

え
・
市
山
一
一
一
一
M
@
衣
子
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

e

一
会
誌
で
説
明
す
る
轡
察
審
援
}

ζ

と
し
も
ま
た
、
犬
の
紋
レ
飼
い
を
禁

止
す
る
グ
け
い
留
期
間
。
が
一
年
の
ば

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
出
で
も

乙
れ
に
力
を
あ
わ
せ
、
銭
高
村
で
野
犬

事
国
を
す
〉
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た

。
雨
期
一
同
@
九
月
一
日

i

回
三
十
一
日

O
償
品
@
一
一
聞
に
タ
オ
ル
一
本
@
仔
犬

二
頭
に
タ
オ
ル
一
本
を
進
呈

。
受
飯
場
所
。
保
健
所
か
焔
犬
抑
留
所

。

。

事部希撃の御方に毎月無料御送ワいたします。

さい。

見
。
全
に
制

1
0
0

俗
学
。
ト
、
投
由
昭
一
散
。
目
所
で
で
祭

ー
ト
合
技
、
適
合

γ

∞
礼
び
。
ト
ゲ
勝
〉
種
張
館
定
育
す
申

す
日
ど
こ
ン
試
競
ス
校
延
試
メ

4

吹
と
る
Y
3

、
く
各
出
育
予
体
ま
一

営
民
な
る
メ
点
人
ル
学
頗
点
ナ
弘
、
高
け
メ
合
し
除
か
、
体
る
年
い
一

運
月
泳
げ
ナ
高
偲
プ
小
天
商
一
刊
び
定
わ
ナ
試
と
を
長
所
ら
あ
育
て
一

て
昌
水
ろ
一
制
て
ダ
〉
潟
、
ト
子
と
、
で
一
体
別
役
導
支
か
が
操
れ
一

け
、
、
ひ
ト
グ
ベ
コ
部
。
ト
〉
男
巾
び
令
ト
回
目
陣
学
指
の
時
技
月
ま
一
も
る
歓
送
迎
に
つ
と
め
た
こ
と
は

受
は
技
り
〉
一
す
女
の
場
ン
女
、
走
と
年
〉
〉
。
を
中
育
く

7

演
奈
く
一

を
会
球
く
女
リ

ο
男
。
殻
出
メ
男
〉
仇
巾
り
女
女
ト
技
。
(
体
近
後
別
神
ふ
一
宮
古
つ
ま
で
も
な
い
乙
と
で
す
。

託
大
、
に
男
〕
男
校
る
一
ム
ナ
般
女
と
走
よ
男
男

Y

競
す
者
、

ι
ハ
午
特
主
も
一

ζ
乙
に
、
乙
の
尽
に
、
議
し
ん

委
育
上
場
般
人
高
す
く
一
一
男
に
般
人
メ
抗
で
学
に
針
目
、
会
い
一

が
体
健
会
一
関
校
と
と
場
チ
ト
一
般
高
一
、
自
一
側
ナ
対
針
在
て
お
技
大
ら
一
一
で
、
犠
牲
者
の
冥
一
砲
を
祈
る
と
と

齢
齢
み
駅
何
問
よ
忠
心
臥
ト
ヴ
崎
駅
恥
ト
場
時
坊
主
師
同
融
制
的
一
‘
も
に
、
葉
、
ソ
遂
の
原
水
爆
を

伺
誠
一
向J

紅
一
間
一
明
一
吋
飢
吹
町
選
湘
一
内
…
慨
川
副
炉
開
一
万
献
成
功
在
持
一
主

M
模
げ
ユ
一
認
識
や
す
は

U
m
q
q
一
一
)
務
長
門
口
記
目
的
れ
れ
持
…

f日
以
内
目

、
額
二
を

a
堂
一
ル
球
用
須
h

施
体
洋
学
∞
、
の
台
堂
グ
須
験
す
弘
越
育
会
低
応
表
十
ぃ
、
う
、
一
一
一

催
7
;
?

会
一
縫
使
@
/
間
太
中

8
m
J

講
ン
旬
、

2
2

教
関
了
県
代
一
と
も
す
れ
ば

U
ま
ま
て
児
室
長
一
一
ボ
タ
ン
に
か
ん
。

訂
ω
明
。
∞
ル
問
w
r
y店
十
訪
問tt
2
1
立
エ
ネ
一
肝
詳
向
日
ト
咋
臨
時
間
一
一
か
る
運
命
治

h
刊
誌
パ
北
諮
問
れ

員
祭
臼
お
た
臼
ツ
見
金
球
天
球
ト
日

4
M
轍
臥
女
盤
ボ
富o

球
技
ら
は
み
は
し
れ
大
、
一
と
富
豪
主
、
青
少
一
年
の
襲
、
一
一
一
言
、
あ
た
か
も
広
告
残
虐
事
さ
な
い
か
で
、
入
禁
堅

持
川
区
札
制
主
主
一
J
F

道
フ
上
よ
ー
ι

ニ

2
2
E
Z

三
保
縫
育
成
の
し
む
と
き
め
が
ち
で
一
一
一
な
る
思
議
禁
投
下
さ
れ
、
無
ず
る
か
し
な
い
か
、

2
え
に
原

教
一

9

麓
り
パ
剣
軟
戦
軟
域
柔
ソ
陸
盤
投
パ
卒
マ
軟
上
け
加
加
会
お
こ

o

お
一
し
た
が
、
青

h
v
y年
男
一
題
協
議
会
の
設
積
一
一
一
コ
の
間
報
が
老
治
男
女
の
別
な
水
爆
袋
詰
保
持
霞
の
良
識
如
何
に

市
ポ
と

m
な
令
傘
争
人
骨
町
民
争
争

A
宇
田
川
丸
帯
争
ム
争
以
だ
参
参
協
へ
お
寸
に
一
ノ

f

一
一
一

言
、
こ
れ
を
受
あ
に
む
ず
ぴ
あ
わ
一
一
一
く
二
一
十
万
人
も
が
一
瞬
に
し
で
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

一
せ
、
議
聴
心
し
て
い
く
も
の
と
し
て
、
そ
一
一
一
犠
牲
に
な
っ
た
、
役
界
の
歴
史
に
原
子
核
の
秘
桶
開
設
さ
ぐ
り
あ
て

一
の
俊
明
日
に
期
待
が
あ
っ
ま
っ
て
い
ま
一
一
一
か
つ
て
な
か
っ
た
戦
視
の
記
録
を
て
、
そ
の
知
溶
に
お
い
て
は
神
に

一
寸V

一
一
一
校
レ
た
日
で
あ
り
ま
す
。
致
っ
た
人
援
が
、
そ
の
還
を
銀
魔

す
金
基
戸
川
市
長
V
部
会
長
面
白
助
役
一
一
一
た
ま
た
ま
八
月
十
二
日
か
ら
買
に
売

D

わ
た
し
か
ね
な
い
危
供

局
一
一
一
一
民
で
ひ
ら
か
れ
る
原
盗
塁
止
再
開
実
世
界
の
良
識
あ
る
人
々
は
い

一
一
四
回
世
界
大
会
に
さ
き
が
げ
て
、
だ
い
て
い
る
の
で
す
。
原
水
協

一
一
そ
の
行
事
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
の
選
読
は
、

ζ
の
危
倶
か
ら
発
し

土
光
広
島
東
一
風
間
同
一
千
キ
ロ
徒
歩
草
花
人
類
の
肢
の
底
か
ら
の
時
ひ
で

土
和
行
進
の
一
行
が
、
昨
日
平
塚
市
あ
り
ま
し
ょ
う
。
平
和
日

σ
進
の
人

一
一
に
到
着
、
農
薬
会
即
時
に
一
治
の
あ
え
の
、
懇
願
の
歩
み
に
歩
を
合
せ

一
一
と
、
今
日
八
月
六
日
茅
ケ
階
市
に
つ
、
七
わ
た
く
し
は
心
に
こ
ん
な

d

r
向
っ
て
発
進
、
平
塚
市
率
引
品
協
の
感
慨
を
事
た
に
し
た
の
で
あ
り
ま

一
一
金
援
と
し
て
、
わ
た
く
し
も
そ
の
す
。

一
一
送
迎
の
た
め
に
、
市
内
を
先
導
い
第
一
出
血
の
世
界
大
会
の
民
県
を

立
た
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
念
じ
な
が
ら
、
乙
の
穏
を
し
た
た

一
一
沿
道
に
は
市
民
諸
君
が
嬬
宛
し
め
た
の
で
す
が
、
原
氷
爆
の
渠
験

一
一
て
六
月
二
十
自
広
島
を
出
発
乙
の
禁
止
、
核
丘
器
の
製
造
禁
止
沼
南

一
一
か
た
…
円
議
九
百
キ
口
、
隠
や
け
レ
は
、
今
や
し
だ
い
に
世
界
の
世
論

一
一
光
援
に
悲
願
の
表
情
も
か
な
し
げ
と
な
り
つ
〉
あ

p

ま
す
。

ー
な
一
行
の
人
々
に
党
い
し
、
関
じ
わ
党
く
し
は
、
夙
に
、
人
類
も
、

一
一
悲
願
を
こ
め
た
拍
手
を
送
っ
て
そ
モ
れ
ほ
ど
湾
麗
で
も
な
く
、
狂
人

一
一
の
痴
を
ね
ぎ
ら
い
、
世
界
の
平
和
で
も
な
か
る
つ
か
ら
、
自
ら
の
作

一
一
の
た
め
に
、
入
療
の
害
福
の
た
め
っ
た
力
紛
で
自
ら
の
命
を
絶
つ
愚

土
に
ζ
の
遥
読
む
成
瑠
を
心
か
ら
は
お
か
ず
ま
い
と
ひ
そ
か
に
信
じ

一
一
祈
っ
た
自
で
あ
b

ま
す
。
む
ろ
ん
て
は
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
京

一
一
わ
が
平
塚
市
の
原
水
協
の
構
成
〆
水
協
の
た
ゆ
ま
ざ
る
選
麗
の
成
果

一
一
ン
パ
i

た
る
婦
人
会
ゃ
、
地
区
紛
が
現
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
喜
ば
す

一
一
ゃ
、
そ
の
他
国
早
王
国
係
の
人
々
が
、
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。

こ
の
一
行
の
党
め
に
真
色

ζ
ろ
ζ

八
月
六
日
戸
川
東
縫

家庭節子

しい
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戦
護
者
の
遺
族
年
金
と
唱
慰
金

慢
が
、
戦
没
衰
の
遺
族
に
支
給
す
る
、
震
拝
金
と
弔
慰
金
嘉
昭
末
期
限
は
、
臨
時
の
一
一
一
月
末
に
切
ら
れ
ま
す
。
遺

族
で
ま
だ
、
年
金
@
弔
慰
金
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
入
、
ま
た
は
〆
ま
だ
請
求
を
し
て
い
な
い
人
は
、
で
き
る
だ
け

単
〈
、
市
投
所
箆
袋
諜
へ
綱
相
談
下
さ
い
。
曲
四
求
綴
限
が
さ
れ
ま
す
と
、
支
給
を
愛
け
る
こ
と
も
、
請
求
も
で
き
な

く
な
D

ま
す
。
次
の
譲
族
、
歯
に
対
し
て
、
弔
慰
金
と
議
様
給
与
禽
請
求
が
で
き
ま
ず
か
ら
街
相
談
主
ぷ
。

②
富
民
義
語
隊
e

満
州
開
拓
民
な
ど
壱
戦
斗
に
参
加
、
雨
明
学
徒
動
員
中
徴

M
m骨
間
宮
市
U
て
働
く
う
ち
被
爆
③
そ
の
ほ

嘉
重
緑
、
弱
の
要
警
し
む
と
に
つ
い
て
い
る
う
毒
燥
し
た
人
事
で
、
死
亡
@
傷
つ
き
@
病
気
に
な
っ

J

た
入
の
遺
族
。

関
陣
に
、
怒
給
訟
の
時
効
も
、
一
一
一
十
五
年
の
三
月
末
、
つ
ま

p
m
後
年
に
迫
り
ま
し
た
か
ら
、
終
戦
前
に
、
軍
人
恩

給
の
裁
廷
を
受
け
た
入
と
、
靖
国
震
で

J扶
助
斜
を
受
け
る
資
格
を
も
っ
て
い
る
人
は
、
い
そ
ぎ
請
求
を
し
て
下
さ
い
。
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た
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都市計蕗下水工事

みぞの新設工事

幹線排水路工事
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出
巾
視
察
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広
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議
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浜
市
の
広
報
活
動
を
福
袋
し
た
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